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△ 国際的租税回避スキームの解明PT

Q :国際化対応プロジェクトチームが強化

されたそうですが、どのようになったのでし

ようか。

A :東京国税局内に、国際的租税回避スキ

－ム解明プロジェクトチームが発足しました。

【解説】

国際的租税回避の実態を研究するため、東

京国税局は昨年8月、課税部に国際化対応プ

ロジェクトチームを設け、数々の諸問題を分

析、検討するだけでなく、調査にも乗り出し、

既に個人、法人合わせて約400件の調査を

指導するまでの成果を挙げています。

しかし一方では、海外取引を利用した課税

逃れ商品が増加傾向にあり、申告漏れなどの

問題が多数発生しています。

租税回避スキームには、税率の低い国に所

得を移転させることで全体の税額を減らした

り、利益の繰延べや損失を人為的に作り出す

などの手法が用いられており、タックスヘイ

ブン、匿名組合、ペーパーカンパニー、SP

Cなどを利用して租税負担を回避するケース

があげられています。

東京国税局では、こ
ｰ

フ した租税回避スキー

ムの解明には、法人、個人を通じた総合的な

課税関係を分析、検討する必要があるとして、

今回発足した国際的租税回避スキーム解明プ

ロジェクトチームには、法人、個人、源泉 、

資産、徴収等の各部門から、また、外国法人

や金融業への調査、査察事務経験者などから、

それぞれ精通者が配置されています。


